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▲成法寺観音堂聖観音菩薩坐像
　

中
世
の
南
会
津

　

現
在
の
南
会
津
郡
は
、
中
世
に
お
い

て
は
南み
な
み

山や
ま

と
呼
ば
れ
た
地
域
と
ほ
ぼ
重

な
り
ま
す
。
南
山
は
七
つ
の
郷
か
ら
な

っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
町
村
に
あ
て
は

め
る
と
、
下
郷
町
は
湯ゆ
の

原は
ら

郷
・
古こ

う々

布ぶ

郷
・
奈
良
原
郷
、
南
会
津
町
は
旧
田
島

町
が
田
島
郷
、
旧
舘
岩
村
が
立
岩
郷
、

旧
南
郷
村
・
旧
伊
南
村
と
檜
枝
岐
村
が

伊
南
郷
、
そ
し
て
只
見
町
が
伊
北
郷
で

す
。
た
だ
し
伊
北
郷
は
厳
密
に
い
う
と
、

只
見
町
に
旧
南
郷
村
の
北
部
を
含
み
ま

す
。
旧
南
郷
村
に
あ
る
界さ
か
い

と
い
う
地
名

は
、
こ
の
地
が
伊
北
郷
と
伊
南
郷
の
界

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
北
郷
と
成
法
寺
観
音
堂

　

聖
観
音
菩
薩
坐
像

　

伊
北
郷
の
初
見
史
料
は
、
只
見
町
梁

取
の
成
法
寺
観
音
堂
（
国
指
定
重
要
文

化
財
）
の
聖
観
音
菩
薩
坐
像
の
膝
裏
の

墨
書
銘
で
す
。
そ
こ
に
は
「
奥
州
伊
北

郷
」「
梁
取
村
成
法
寺
」
の
ほ
か
に
「
応

長
元
年
太
歳
辛
亥
七
月
廿
八
日
」「
大

檀
那
藤
原
三み

河か
わ

権ご
ん
の

守か
み

宗む
ね

景か
げ

」
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
応
長
元
年
は
一
三
一一

年
で
、
鎌
倉
時
代
末
に
な
り
ま
す
。
聖

観
音
菩
薩
坐
像
は
藤
原
三
河
権
守
宗
景

（
皆
川
宗
景
）
の
造
立
に
よ
る
も
の
で
、

宗
景
は
皆
川
宗む
ね

員か
ず
の
孫
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
宗
員
は
長
沼
氏
三
代
宗
泰
の
兄

弟
で
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
皆
川
庄
地
頭
職

を
与
え
ら
れ
、
長
沼
氏
か
ら
分
出
し
て

皆
川
氏
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。
長
沼
氏

の
初
代
宗
政
は
下
野
国
（
栃
木
県
）
の

長
沼
庄
（
真
岡
市
）
を
本
領
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
奥
州
合
戦
後
の
論
功
行
賞

で
、
源
頼
朝
か
ら
南
山
を
与
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
川
庄
は
栃

木
県
栃
木
市
周
辺
で
、
庄
内
に
は
河
原

田
の
地
名
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
宗

員
の
子
の
宗
義
が
河
原
田
五
郎
と
名
乗
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
皆
川
氏
か
ら
さ
ら
に

河
原
田
氏
が
分
出
し
、
宗む
ね

義よ
し

は
河
原
田

氏
の
祖
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
沼
氏
・

皆
川
氏
・
河
原
田
氏
は
同
族
で
す
。
成

法
寺
観
音
堂
聖
観
音
菩
薩
坐
像
の
膝
裏

の
墨
書
銘
は
、
長
沼
氏
一
族
の
皆
川
氏

が
鎌
倉
時
代
末
に
伊
北
郷
と
深
い
関
わ

り
を
も
って
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
①

　
　

成
法
寺
観
音
堂
聖
観
音
菩
薩
坐
像
の
墨
書
銘

　
　
　
　
　

―
伊
北
郷
の
初
見
史
料
―

▲聖観音菩薩坐像の内部と膝裏の墨書銘

ま
た
、
梁
取
は
成
法
寺
や
館
跡
の
存
在

な
ど
か
ら
中
世
伊
北
郷
の
中
心
的
地
域

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

伊
南
郷
と
塔
寺
八
幡
宮
長
帳

　

河
原
田
氏
に
つ
い
て
は
、
延
元
元
年

（
建
武
三
年
＝
一
三
三
六
年
）
四
月

八
日
、
南
朝
方
の
陸
奥
守
北き
た

畠ば
た
け

顕あ
き

家い
え

が
、
陸
奥
国
宮
城
郡
の
大お
お

河か
わ

戸ど

下
総
権

守
隆
行
に
恩
賞
と
し
て
与
え
た
所
領
に

下
野
国
皆
川
庄
と
「
陸
奥
国
南
山
内

長
沼
河
原
田
弥
四
郎
跡
」
が
あ
り
ま
す

（「
朴ほ
お

沢ざ
わ

文
書
」）。
こ
の
長
沼
河
原
田

の
表
記
の
仕
方
は
、
長
沼
か
ら
で
て
い
る

河
原
田
と
の
意
味
で
、
こ
の
史
料
か
ら
も

河
原
田
氏
が
長
沼
氏
の一
族
で
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
た
だ
河
原
田
弥
四

郎
な
る
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で

す
。『
塔
寺
八
幡
宮
長
帳
』
の
享
徳
二

年
（
一
四
五
三
年
）
に
「
い
な
ん
の
か
わ

ら
た
」
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
原
文
は

ひ
ら
が
な
で
す
が
、
こ
れ
は
漢
字
で
「
伊

南
の
河
原
田
」
と
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

我
々
は
「
伊
南
」
を
イ
ナ
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
本
当
は
イ
ナ
ン
と
呼
ぶ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
史
料
が
伊
南
郷
の

初
見
史
料
で
す
。
先
の
南
山
内
は
南
山

の一
部
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
河
原
田

弥
四
郎
跡
は
伊
南
郷
で
、
河
原
田
氏
が

支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
末
の
南
会
津

　

鎌
倉
時
代
末
の
伊
北
郷
は
長
沼
氏
の

同
族
の
皆
川
氏
が
支
配
し
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
伊
南
郷
は
河
原
田

氏
、
そ
し
て
こ
れ
以
外
の
郷
は
長
沼
氏

が
支
配
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

▼
今
月
号
か
ら
柳
内
壽
彦
先
生
の
６

回
に
わ
た
る
連
載
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

▼
内
容
は
、
只
見
町
に
残
る
中
世
の

記
録
や
塩
沢
の
矢
沢
家
の
陶
磁
器

を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
柳
内
先
生
は
、
県
立
高
校
で
日
本

史
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
会
津
地

方
の
板
碑
や
中
世
史
の
研
究
を
さ

れ
、
会
津
若
松
市
史
、
喜
多
方
市

史
、
下
郷
町
史
な
ど
の
執
筆
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
福
島
県

中
世
史
研
究
会
に
所
属
し
、
会
津

の
中
世
を
精
力
的
に
調
査
さ
れ
て

い
ま
す
。


